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学位論文題名 

社会的受容性の高い野生動物保全の課題: 

インドネシア共和国カリマンタン島焼畑農耕民による商業的野生動物猟の民族誌的研究 

 

・当該研究領域における本論文の研究成果 

カリマンタン島（ボルネオ島）は、陸域生態系では世界屈指の生物多様性の高さを誇る。その

貴重な自然を構成する野生動物については、古くから保全の必要性が叫ばれてきた。しかし、生

物多様性保全の観点から貴重な存在としてグローバルな価値が付与された希少種も、地域の文脈

のなかでは、ある種は、収入源であったり、文化的意味を持った存在であったり、農作物を荒ら

す害獣であったり、それらの複数の性格をもっていたりする。猟を通じて人びとが実現しようと

している価値はこのように種によって異なるだけでなく、その種とのかかわり方に応じて人によ

っても異なる。また、それらの種の保全が必要だという認識も、またどのような規制や仕組みの

もとで保全するかといった考えも多様である。こうした複雑な状況を、商業目的の狩猟の対象と

なっているいくつかの希少種に焦点を絞り、長期滞在型の綿密な民族誌的調査を通じて明らかに

し、社会的受容性という切り口から、これからの望ましい保全策は何か、またそれを進めていく

上で何が課題になってくるのかを議論したのが本論文である。 

本論文の主要な研究成果は以下の四つの点にまとめることができる。第一に、上述の通り、長

期滞在型のフィールドワークを実施し、参与観察と聞き取りを重ね、これまでほとんど明らかに

されてこなかった、カリマンタン島内陸部（アポカヤン地域）の焼畑先住民が行う商業的野生動

物猟の歴史的展開と地域の人びとにとっての猟の意味・重要性を多角的に明らかにした点である。 

第二に、商業的な猟の対象になっている希少野生動物の「望ましい」保全策に対する意識・選

好を詳しく聞き取り、第一の点で明らかにした結果も交えて、今後求められる社会的受容性の高

い保全策をボトムアップに浮かび上がらせている点である。 

第三に、新たな問題領域の開拓である。社会的受容性に関する社会学的研究の多くは、再生可

能エネルギーの導入をどう進めて行くかという文脈で進められてきたものがほとんどであり、野

生動物保全に関してはほとんど研究がなされてこなかった。本論文は、実例を以て、社会的受容

性に関する社会学的研究の問題領域を拡張した。 

第四に、自然資源に直接的に依存している地域社会において、今後、社会的受容性の高い保全

策を探ったり、実際にそれを実施したりする際に、何が重要なポイントになってくるかについて、

いくつかの有益な新しい知見―例えば、望ましい保全策は変化する生態的・社会的状況に応じて

臨機応変に対応できる柔軟な仕組みが必要であるとか、「慣習保全林の設置」といった単一の施策

に頼るのではなく、複数の施策の組み合わせが必要であるといった知見―を提示している点であ

る。 

 

・学位授与に関する委員会の所見 

審査委員会は、上で述べた成果を高く評価し、本論文が博士学位論文の水準に達していること



 

を認めた。 

その一方で、次のような問題点も指摘された。第一に、住民たちが調査時点で主体的に進め、「望

ましい」保全策として多くの期待を集めている「慣習保全林の設置」は、今後の住民主体型の保

全やその課題を考えるうえで非常に重要な動きであるにもかかわらず、そのプロセスが詳しく記

述されていない。第二に、本論文のもとになっているデータを提供している調査協力者が著しく

男性に偏っており、保全策の社会的受容性を議論する際に女性の考えがほとんど考慮されていな

い。第三に、今後求められる保全策を議論するために筆者が採用した「生活圏における対話型熟

議（Dialogic Deliberation on Living Sphere; DIDLIS）」―対話と熟議を通じて信頼を築き、直

面する課題についての共通理解を住民とともに構築し、その解決にむけて地域の人びとが自ら創

出している（創出しようとしている）革新的な実践を明るみにだそうとする手法―を実践するう

えでどのような困難に直面し、それにどう向き合うべきかについて、踏み込んだ議論がなされて

いない。また、以上に加えて、章の間や節の間に内容の重複があること、意味が不明瞭な表現や

冗長な表現が散見されることなど文章の構成上、表現上の問題も指摘された。尚、最後の点につ

いては一部修正を求めた。 

以上の問題点はあるものの、これらが本論文の価値を大きく損なうものではないことは審査委

員会の一致した意見であった。 

以上の審査結果から、本審査委員会は全員一致で澤井啓氏に博士（人間科学）の学位を授与す

ることが妥当であるとの結論に達した。 


